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取組の成果

・昨年に引き続き、より豊かな多文化共生のまちづくりを目指すことを目的とし、つづきMYプラ
ザ、Sharing Caring Culture、ポポラの3者事業連携（TIF）をおこないました。第3回DE&Iフェスティ
バル開催や「やさしい日本語」の普及・啓発活動などを通して、外国につながりのある方、年齢、
国籍、障がいのあるなしに関係なく、多様な人が出会いつながれる場をもつことができました。ま
た、わかりやすい副題の設定や、誰もが気軽に参加・交流できるイベントを実施したことで、DE＆
I理念の理解促進につながりました。

・ボツワナ ベン・テマ小学校児童画展、放課後等デイサービス利用者作品展、障がいのある子
どもたちや医療的ケアが必要な子どもたちの写真展等を開催しました。また、福祉施設と連携
し、障がいのある方にひろばに来ていただいたことで、利用者親子との交流がみられました。普
段の生活では接点のない多様な人々が互いの日常や価値観・文化の違い等を知る機会となり
ました。

・子育て支援関係者の交流・学びの場である「子育てネットワーク交流会」を開催し、「防災のそ
なえってなんだろう ～子育ての立場から考える～」・「災害への備えについて（自助・共助）」を
テーマに課題共有をおこないました。防災時の子育て支援にとどまらず、さまざまな課題に地域
全体で向き合い支え合うための相互理解と関係づくりの場として機能しました。

取組の課題

・他団体や企業との連携をさらに深め、日々の暮らしの中で接点を持ちにくい人々や団体同士が
かかわる機会を作っていくことが必要です。また、DE＆Iの理念を引き続き広めていくことも必要
だと考えます。

・障がいのある方との交流は、利用者親子と自然なかかわりが持てるよう、場合によってはサ
ポートしていく必要があります。障がいに関しては、当事者親子の場合、交流することで複雑な
感情が起こりうることも想像できます。一人ひとりに寄り添った対応も大切であり、そうした配慮が
一人のためだけではなく、まわりのだれにとっても心地よい環境づくりにつながると考えていま
す。

・支援者同士の相互理解だけではなく、支援者や施設、団体、企業等が共に行動するきっかけを
作り、継続的な関係構築へつなげていく必要があります。

令和7年度重点目標の評価

令和6年度
重点目標

引き続き、都筑のまちで安心して自分らしく子育てができるよう、機会の創出やきっかけづくりを
おこないます。

取組内容

・引き続き、Tsuzuki International Friendship（TIF）等、他団体や企業との連携をさらに広げ、日々
の暮らしの中で接点を持ちにくい多様な人々や他団体同士がかかわる機会をつくります。

・多世代、多様な人たちとの交流の機会提供をおこないます。

・防災という観点から、子育てにかかわる支援者の意識醸成をサポートします。
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取組内容

・地域子育て支援拠点のひろば利用者親子が、ひろばの利用にとどまらずそれぞれの立場で好
きな事や得意なことを活かして、活躍できる機会をつくります。

・これまで支援される側だった親子が、自身の経験をこれから子育てをする人に伝えるなど、人
が循環するきっかけや仕組み作りを検討します。

取組の成果

・ひろばに、利用者が「やってみたいこと」「関心のあること」「一緒にやりたいこと」を自由に書き
込める伝言板を設置したところ、親の世代や子の月齢、趣味等のおしゃべり会、育児の悩み共
有、地域情報交換等、さまざまな提案が生まれ、利用者が受け身ではなく、自ら活動をつくる姿
勢が見られました。また、伝言板をきっかけに「同じ興味・関心・悩みを持つ人」が見つかり、利用
者同士の自然な交流が生まれました。
これまで、つながりのなかった利用者同士が、当事者発信による共通の関心を通じて関係を築く
姿が見られ、孤立感の軽減や新たなコミュニティの形成につながりました。さらに、スタッフだけで
は生まれにくい多様な企画や活動が展開され、ひろばが「利用するだけの場所」から、利用者と
スタッフが協力しながら活動を生み出す場になりました。また、伝言板を通して利用者の興味や
ニーズが可視化され、今後の支援の方向性を考える上でも重要な手がかりとなりました。

・ひろば利用者の先輩親子が、妊婦やそのパートナーの出産・子育てに関する疑問や質問に答
える場や、ひろばで交流できる機会を設けました。また、幼稚園・保育園選び、共働き家庭の生
活等をテーマに、これから新しい生活を迎える家族の悩みや不安に対して、先輩家族が自身の
経験をもとにアドバイスできる場をつくりました。これらの取り組みにより、先輩ママ・パパのリア
ルな体験談が妊婦や悩みをもつ利用者の安心につながり、新しい生活に向けて見通しを持てる
きっかけとなりました。一方で、先輩ママ・パパにとっても「自分の経験が誰かの役に立つ」という
実感が生まれ、育児への自信や地域活動への参加意欲の向上につながりました。
さらに、以前は相談者として参加していた家族が、先輩親子として新しい利用者を支える側に回
るという流れも生まれました。これにより、利用者同士が互いに支え合う関係が育ち、経験が循
環する仕組みが育ち始めています。

取組の課題

・積極的に活動に関わる利用者がいる一方で、そうでない人との間に差が広がり、「できる人だ
けが活躍する場」になってしまうリスクを感じています。また、利用者が主体となって活動を行う
場合でも、拠点として一定の安全面の配慮や開催内容の確認は必要であり、「やりたい人が自
由に参加できる」雰囲気を保ちながら、不安を抱える利用者にはスタッフが丁寧に寄り添い、利
用者が「何かしなければいけない」と感じてしまわないよう、無理のない関わり方を保障する工夫
が引き続き必要です。

・子育ては家庭ごとに状況が異なるため、特定の経験が他の家庭にプレッシャーを与えないよ
う、場の進行や参加者へのフォローが求められました。先輩家族が負担を感じずに参加できるよ
う、関わり方の選択肢を広げたり、テーマによっては相談者が少ない場合のフォロー等、臨機応
変な対応が必要だと感じました。出産や育児の経験には個人的な内容が含まれるため、共有範
囲や情報の扱い方に注意し、安心して話せる環境づくりが必要です。

令和6年度
重点目標

それぞれ得意なことを活かし、支援する側、される側という立場にとらわれることなく、活動できる
環境をつくります。


